
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

保安検査業務について

令和６年４月11日
国土交通省 航空局

11

定常考浩(SADATSUNETakahi
テキストボックス
R6.4.11WGヒアリング　国土交通省　提出資料	②空港保安検査員不足の解消に向けた規制・制度改革	



2

保安検査業務の実施形態

● 法令に基づき、航空会社が、搭乗旅客及び機内持込手荷物並びに預入手荷物に関する
保安検査を実施することとなっている。

● 航空会社は、多くの空港で保安検査業務を検査会社に委託している。
（委託先の検査会社は警備業法に基づく認定を受けた者。なお、航空会社自ら保安検査を
実施する空港もある。）
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保安検査業務

● 委託を受けた検査会社は、国の定める基準に基づき、必要な資格及び技能を有する保安
検査員を配置して、保安検査を実施する。

また、航空局が定める配置基準では、検査レーンに「案内」、「モニター」、「仕分け」、「接触検査」、
「開披検査」の各業務を実施するために配置すべき人数について複数のパターンを規定している。
どのパターンで実施するかについては通過旅客や検査機器の状況等を勘案して決定することと
している。

警備業法に基づく配置基準では、検査レーン毎に空港保安警備業務検定合格者を一定数配置
すべきことを規定している。
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航空会社 検査会社

A社

Ｂ社 保安検査場

航空会社

保安検査員不足の影響

● 検査会社が必要な保安検査員を確保できない場合、保安検査場の設備（レーン数）が十分
でも、全てを運用できず、増便や新規就航が困難となるだけではなく、保安検査場の更なる
混雑が懸念される。

増便

新規就航

運用不可
混雑
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保安検査員の体制（全国の保安検査員数）

（※） 全国の空港で旅客及び機内持込手荷物の検査、従業員検査、預入手荷物検査を行っている保安検査員の人数。
（令和６年３月の離職者数、同年４月の採用者数は見込として計上している）

○ 保安検査員数については、コロナ前から約２割減少していたが、足元では回復の途上にある。

コロナ前比：88%
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保安検査員の体制（採用・離職の状況）

○ 積極的な採用活動を行うことにより、採用数については着実に増加している。
○ その一方、多忙等を理由として、一定数の退職者が生じている。

（※）全国の保安検査会社における採用・離職状況

4：3
（採用：離職）

3：2
（採用：離職）

※2023.4～2024.3の合計値 ※2023.4～2024.3の合計値
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